








研究目的 

新生児濾紙血液を用いる 17-OHP 測定法として Pangらにより RIA が,Arakawa らにより EIA

が開発され,先天性副腎皮質過形成のマス・スクリーニングが可能となった。 

札幌市では昭和 57年 4 月から本症のマス・スクリー二ングを EIA にて実施している。そこ

で,測定法の基礎的検討と抗体の特異性の点で問題となる直接法と抽出法の比較を行った。

さらに,スクリーニングにおけるカットオフ値の検討を行い,スクリーニングシステムの確

立を試みた。 


